
質
問 

不
登
校
の
数
は
2
0
2
2
年
度
小
学

生
3
1
5
人
、中
学
生
4
8
6
人
、合

計
8
0
1
人
。S
S
W
を
専
門
職
と
位

置
づ
け
、常
勤
化
が
必
要
。S
S
W
を

学
校
職
員
の
定
数
内
に
入
れ
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁 

（
教
育
監
）専
門
的
知
見
を
有
す
る

S
S
W
な
ど
日
常
的
に
相
談
し
連
携

の
強
化
に
つ
な
が
る
人
員
体
制
の
構

築
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。専
門
職
を

安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、常
勤
化
な

ど
は
有
効
な
手
段
。十
分
な
支
援
体
制

の
確
保
に
向
け
、調
整
が
で
き
次
第
、

体
制
の
充
実
に
向
け
手
続
き
を
進
め

た
い
。

質
問 

保
育
環
境
の
改
善
に
保
育
士
配
置
基

準
の
見
直
し
は
必
須
。茨
木
市
は
1
歳

児
の
配
置
基
準
を
5
対
1
に
し
、運
営

費
の
補
助
も
あ
る
。吹
田
市
も
具
体
的

な
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁 

（
児
童
部
長
）保
育
士
の
配
置
基
準
は
国

が
示
し
た
2
0
2
4
年
度
の
保
育
関

係
予
算
の
概
算
要
求
で
、1
歳
児
は
6

対
1
か
ら
5
対
1
、4
・
5
歳
児
は
30

対
1
か
ら
25
対
1
に
す
る
改
善
案
が
示

さ
れ
て
い
る
。

意
見 

保
育
士
配
置
の
充
実
は「
こ
ど
も
の
人

権
を
守
る
」こ
と
に
な
る
。国
が
改
善

す
る
と
い
う
が
市
独
自
の
配
置
基
準

に
つ
い
て
も
検
討
を
。

こどもたちに、もう１人保育士を
保育士配置基準

質問動画は
こちら

www.jcp-suita.org

９月13日から10月10日まで、９月定例会が行われました。市税条例の一部改正や千里山
西デイサービスセンターを廃止する条例改正、一般会計補正予算等が提案され賛成多数
で可決しました。主な中身を紹介します。

子育ても老後も安心の吹田に
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質
問  

野
洲
市
で
は
、債
権
管
理
条
例
、く
ら
し
支
え
合

い
条
例
に
基
づ
き
、「
滞
納
は
市
民
か
ら
の

S
O
S
」と
し
、生
活
支
援
の
き
っ
か
け
に
し
て

い
る
。市
が
滞
納
処
分
、徴
収
強
化
に
よ
っ
て
滞

納
者
の
生
活
窮
迫
に
拍
車
を
か
け
て
は
な
ら
な

い
。滞
納
者
へ
の
生
活
支
援
、生
活
再
建
の
具
体

的
対
応
を
問
う
。

答
弁 （
健
康
医
療
部
長
）事
情
を
聞
き
減
免
、分
納
等
、必

要
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
や
多
重
債
務
相
談
担
当
な
ど

と
連
携
し
、問
題
解
決
を
図
っ
て
い
る
。

塩
見
み
ゆ
き

質問動画は
こちら

2023年９月定例会

手
話
言
語
条
例
が
全
会
一
致
で
可
決

※その他、ブラッドパッチ療法に対する適正な診療上の評価等を求める意見書、特殊詐欺の撲滅に向け「即効性の高い取組の実施」と「特殊詐欺
を起こせないまちの形成」を求める決議、については全会一致で可決されました。

日本
共産党

大阪維新
の会 公明党 自民党 吹田党

市民と
歩む議員
の会

参政党 立憲
民主党

核兵器禁止条約の実効性を高めるための
主導的役割を果たすことを求める意見書 否決 ◯ × ◯ × × ◯ × ◯

意見書等の結果

「
手
話
は
言
語
」

　

2
0
1
4
年
、市
議
会
に
対
し
、吹
田
市
聴
言
障
害
者
協
会
の

皆
さ
ん
が『
手
話
言
語
法
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書
』を
陳

情
し
、全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
意
見
書
可
決
を

き
っ
か
け
に
今
日
ま
で
、聴
言
協
会
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
吹
田

市
と
市
議
会
に
対
し
、手
話
言
語
条
例
の
制
定
を
繰
り
返
し
求
め

て
き
ま
し
た
。

　

7
月
議
会
に
お
い
て
提
案
し
た
条
例
案
は
、一
旦
取
下
げ
と
な

り
ま
し
た
が
、今
議
会
に
全
会
派
一
致
で
提
案
さ
れ
可
決
し
ま
し

た
。当
事
者
の
皆
さ
ん
が
長
い
間
、待
ち
望
ま
れ
て
い
た
条
例
が

よ
う
や
く
実
現
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

　

９
月
議
会
に
お
い
て
、「
手
話
言
語
の
普
及
お
よ
び
障
害
者
の
意
思
疎
通
手
段
の
利
用
を
促
進
す
る

条
例
」が
、全
会
派
一
致
で
提
案
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

長
年
の
運
動
実
る

日本
共産党の要望

　

今
回
の
条
例
採
択
に
あ
た
り
、賛
成
意
見

と
し
て
二
つ
の
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

●
施
策
推
進
の
た
め
、当
時
者
の
意
見
聴

取
や
協
議
の
で
き
る「
施
策
推
進
協
議
会
」

等
、具
体
的
な
会
議
体
の
設
置
。

　

●
ろ
う
教
育
の
現
場
に
手
話
に
熟
達
し
た

教
員
を
配
置
す
る
こ
と
や
手
話
通
訳
者
派
遣

の
充
実
、手
話
通
訳
者
の
身
分
保
障
等
、法

整
備
が
必
要
で
あ
り
、市
長
に
は
国
に
対
し

手
話
言
語
法
制
定
を
要
望
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、今
後
も
施
策
推
進
に
当
時

者
や
関
係
者
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
ま
す
。

　手話はろう者が育み、大切に受け継
いできた文化財産です。しかし、かつ
て教育の現場などで手話を使うことが
禁じられ、相手の口の動きを見て話し
を理解し、発声する口話法が押しつけ
られました。ろう者の尊厳が深く傷つ
けられ、手話の言語性を否定されてき
た長い苦難の歴史があります。
　国連総会で採択された「障害者の
権利に関する条約」（2006年）及び、国
会において「障害者基本法」（2011年）
に手話が言語であることが明記されま
した。

手話の歴史

代表質問

個人質問

困窮者への生活支援を強化せよ
国保料

質
問 

摂
津
市
ダ
イ
キ
ン
工
場
周
辺
な
ど
、土
壌
や
河
川
・

地
下
水
汚
染
が
全
国
的
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、市

内
の
河
川
で
も
国
暫
定
指
針
値
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を

超
過
す
る
測
定
結
果
が
出
て
い
る
。大
阪
で
は
、民

間
の
医
療
団
体
が
千
人
規
模
の
血
液
検
査
等
の
調

査
を
行
っ
て
い
る
。国
際
的
に
見
て
、日
本
政
府
の

対
策
は
大
幅
に
遅
れ
て
お
り
、先
駆
的
に
調
査
を
し

て
い
る
専
門
家
や
団
体
の
知
見
も
参
考
に
対
策
を

行
う
べ
き
。

答
弁 （
環
境
部
長
）国
の
示
す
最
新
の
知
見
に
加
え
、信
頼

に
足
る
様
々
な
調
査
結
果
を
基
に
適
切
に
対
応
し
、

市
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

最新の知見で対策を
PFAS（有機フッ素化合物）汚染

質問動画は
こちら

質
問 

北
千
里
地
区
公
民
館
で
は
8
月
、
館
長
補
佐
は
じ

め
企
画
運
営
委
員
11
名
中
10
名
が
辞
職
さ
れ
た
。

指
定
管
理
者
の
運
営
と
な
り
グ
ル
ー
プ
活
動
の
部

屋
割
り
等「
公
民
館
が
利
用
し
づ
ら
く
な
っ
た
」と

聞
く
。
さ
ら
に
、
文
化
祭
の
開
催
も
一
時
危
ぶ
ま

れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営

は
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁 （
地
域
教
育
部
長
）従
来
の
利
用
方
法
と
の
違
い
等

へ
の
不
満
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
る
。
ま
た
、
一
連
の

事
態
に
つ
い
て
市
と
し
て
調
整
が
及
ば
な
か
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

質問動画は
こちら

運営は、これまで通りの
利用者ニーズに応じたものに

北千里地区公民館

質
問 

豊
津
駅
周
辺
は
、歩
道
が
狭
く
車
や
自
転
車
、人
の

往
来
が
激
し
い
。駅
の
南
東
側
の
歩
道
と
車
道
の
間

に
は
40
年
前
に
作
ら
れ
た
低
木
の
植
栽
が
あ
る
が
、

こ
の
植
栽
を
縮
小
す
る
だ
け
で
も
歩
行
者
、自
転

車
の
通
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。植
栽
を
狭
め
、

削
っ
た
分
の
み
ど
り
は
別
の
場
所
に
配
置
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

答
弁 （
土
木
部
長
）歩
道
部
分
の
み
本
市
が
管
理
し
て
い

る
。安
全
対
策
に
お
け
る
有
効
性
も
踏
ま
え
て
、

実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て
、関
係
機
関
と
調
整
し

て
い
く
。

質問動画は
こちら

南東側道路と歩道の整備を
豊津駅前

村
口
く
み
子

玉
井
み
き
子

山
根
た
け
と

ま
す
だ
洋
平

スクールソーシャルワーカー（SSW）の全校配置を
不登校対策
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